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進化計算アルゴリズムによる最適化
問題の解決と応用
KEYWORDS　最適化問題、ヒューリスティクス、進化計算アルゴリズム

進化計算アルゴリズムは個体群が状態を更新しながら最適解を探すアルゴリズムです。
問題を解くための準備が容易であることや、それでいて現実的な時間で準最適解を探索することが
できるため複雑で大規模な最適化問題の解法として活躍しています。

■ 最適化問題として解くことが可能かどうかも含めて、何かのベストを選択する課題について
解決策を提供します。
■ 進化計算やニューラルネットワークによる問題の解決方法についての情報提供ができます。

組合せ最適化問題

多目的最適化問題

組合せ最適化問題の解法として有名な
遺伝的アルゴリズム（GA）も進化計算
アルゴリズムの一つです。GAを用いて、
例えば効果的な避難誘導看板の設置場
所を決めることができます。左のマップに
は避難所（赤丸）と避難誘導看板（S）の
位置が示されています。それぞれ異なる
位置に看板がありますが、それによって
災害発生から避難完了までにかかる時間
も変わります。このような条件で、どこに避
難誘導看板を置くと避難時間の期待値を
最小化できるか求めることができます。

少し考えると全ての交差点に看板を置け
ば良いことに気づくと思います。これは正
しいのですが、維持管理のコストを考え
ると良い解とは言えません。そこで、最小
化する対象の目的関数を、避難完了時間
と看板の数の和で定義して問題を解きま
す。このように最適化のための変数が複
数ある問題を多目的最適化と言います。 
条件を変えると左図のような看板数と看
板を最適に配置した時の避難完了時間
のグラフが得られますので、ここから維持
管理も含めて効果の高そうな避難誘導看
板の配置を求めることが可能となります。
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